
 

 

 

 

平成１８年度 最終補正予算について 
 
今回の補正予算は、県税収入などの歳入の増減、国庫支出金の額の確定に伴い事業費に増減
が生じた事業などについて、それぞれ所要の措置を講じるものです。 
 

［最終補正後の予算規模］                    （単位：千円、％） 

 
 １７年度最終 １８年度 最終補正額 補正後累計 伸び率 
 予算額  ① 現計予算額②  ③ ③／① ③／② 

 
一般会計 

 
686,898,301 

 
690,278,344 

 
▲ 1,891,852 

 
688,386,492 

 
0.2 

 
▲0.3 

 
特別会計 

 
31,523,483 

 
31,559,767 

 
403,735 

 
31,963,502 

 
1.4 

 
1.3 

 
企業会計 

 
66,377,134 

 
71,045,980 

 
▲2,454,268 

 
 68,591,712 

 
3.3 

 
▲3.5 

 
合計 

 
784,798,918 

 
792,884,091 

 
▲3,942,385 

 
788,941,706 

 
0.5 

 
▲0.5 

 

Ⅰ 一般会計の内容                 ▲  １，８９１，８５２千円 

 

１ 歳入の主要点 

 

（１） 県税                       2,914,000千円 

    県税について、法人事業税で1,016,000千円の増額、地方消費税で1,898,000千円の
増額となったことから、あわせて2,914,000千円を増額補正する。 

 

（２） 地方交付税                         811,078千円 

    地方交付税について、平成１８年度の普通交付額の追加交付に伴い、811,078千円を
増額補正する。 

 

（３） 国庫支出金                                         708,582千円 

     国庫支出金については、障害者自立支援対策臨時特例交付金で1,929,371千円を増額、
公共事業補助金で385,728千円、特定疾患治療費補助金で275,089千円、強い農業づく
り交付金で175,776千円を減額するなど、あわせて708,582千円を増額補正する。 
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（４） 県債                                             1,273,200千円 

    県債については、国の補正予算等により、公共事業で1,644,000千円を増額すること
などに伴い、1,273,200千円を増額補正する。 

（５） 繰入金                           ▲  6,909,847千円 

          基金繰入金について、県債管理基金を4,273,939千円、庁舎整備基金繰入金を948,091
千円、水資源対策基金繰入金を2,275,403千円繰り戻すなど、あわせて6,909,847千円
を減額補正する。 

 
  

２ 歳出の主要点 

 

（１） 公共事業等                                  ▲  175,312千円 

 ① 一般公共事業                      2,705,483千円 
      国の補正予算等により、道路事業で2,074,746千円の増額、治山事業で370,910千

円の増額、港湾事業で255,000千円の増額、農業農村整備事業で126,637千円の減額
を行うなど、あわせて2,705,483千円を増額補正する。 

      
② 直轄事業                         1,206,648千円 
国の補正予算等により、道路事業で1,103,232千円を増額することなどにより、
1,206,648千円を増額補正する。 

 
③ 県単公共事業                      ▲  295,849千円 
   事業計画の変更等に伴い、道路事業で135,520千円の減額、都市計画事業で60,280
千円の減額を行うなど、あわせて295,849千円を減額補正する。 

  
④ 災害復旧事業                      ▲ 2,389,106千円 
   過年災害の額の確定及び現年災害の発生が少なかったことなどにより、2,389,106
千円を減額補正する。 

 
    ⑤ 受託事業                         ▲ 1,402,488千円 
      事業進捗に合わせて換地清算金で993,373千円を減額するなど、1,402,488千円を

減額補正する。 
 

（２） 地方消費税清算金                    2,067,285千円 

     地方消費税の増収に伴い、都道府県間清算金で2,067,285千円を増額補正する。 
 

（３） 障害者自立支援対策臨時特例基金積立金          1,929,371千円 

     障害者自立支援法に基づく制度の円滑な運用を図るため、三重県障害者自立支援対
策臨時特例基金を設置することに伴い、1,929,371千円を増額補正する。 

 

（４） 老人保健医療費県負担金            ▲  878,450千円 

     診療報酬単価の引き下げによる医療費の減少等に伴い、878,450千円を減額補正する。 



（５） 国民健康保険保険基盤安定負担金        ▲  971,135千円 

     景気の動向等による対象者数の減少に伴い、971,135千円を減額補正する。 
 

（６） 介護給付費県負担金              ▲ 1,156,674千円 

     市町における介護給付費の減少に伴い、1,156,674千円を減額補正する。 
 
 
 
 
 

  歳出の主要点 

   
 

 １ 中小企業者等支援資金貸付事業等特別会計            608,406千円 

     貸付金の増額及び貸付先からの償還実績の増による一般会計繰出金の増等に伴い、
608,406千円を増額補正する。 

 

   ２ 農業改良資金貸付事業等特別会計                193,308千円 

     貸付実績及び前年度繰越金の確定等に伴い、193,308千円を増額補正する。 
 

    ３ 流域下水道事業特別会計             ▲ 312,945千円  

     下水道公社に係る委託料の減額等に伴い、312,945千円を減額補正する。 
 
 
 

Ⅲ 企業会計                 ▲２，４５４，２６８千円 

 

歳出の主要点 

    

１ 水道事業会計                 ▲ 1,219,845千円 

    北勢水道改良費の事業精査に伴う減額などにより、1,219,845千円を減額補正する。 
 

   ２ 工業用水道事業会計              ▲ 1,091,337 千円 

     北伊勢工水改良費の事業精査に伴う減額などにより、1,091,337 千円を減額補正す
る。 

Ⅱ 特別会計                    ４０３，７３５千円 


